
 

 

令和 5年 5月 27 日 

報道関係各位 

独立行政法人国立科学博物館 

 

世界で最も大きな「花」のひとつ 

ショクダイオオコンニャクの大個体が本日開花します！ 

 

 

 

 令和 5 年 5 月 12 日付でプレスリリースしました、世界で最も大きな

「花」のひとつ、ショクダイオオコンニャク（燭台大蒟蒻）が令和 5 年

5 月 27 日に開花します。 

咲いて３日目には萎れてしまうことから、多くの方にご覧いただけ

るよう、明日 5 月 28 日から 5 月 30 日までの３日間を特別開園とし、

開園時間を 8：30～18：00（通常より開園時間を 30 分早め、閉園時間

を 60 分延長、入園は 17：30 まで）、通常閉園日にあたる 29 日（月）

は臨時開園いたします。 

開花による大きな変化が見られるのは今夜（深夜）です。本日（5/27）

17 時から報道関係者への説明と、撮影機会を設けますので、本日 17 時

までに国立科学博物館 筑波研究施設 研究管理棟 1 階ロビーにお集ま

りください。 

開花までの成長の様子と見どころについては、ウェブページでも 

公開しています。 （https://tbg.kahaku.go.jp/news/konnyaku/） 

また、5 月 17 日（水）より当園熱帯雨林温室前にて、パネル展示等を実施しています。過去の開

花の様子や葉が成長する様子をパネル展示で紹介し、人工的に合成した花の匂い体験、イモの重さ体

験のコーナーも設置しています。そちらも併せてご覧ください。 

つきましては、取材・記事の掲載など本件の広報に関して特段のご支援・ご協力を賜りたく 

お願い申し上げます。 

プレスリリース 

国立科学博物館 筑波実験植物園（園長 細矢 剛）において、世界で最も大きな「花」の

ひとつ、ショクダイオオコンニャクの大個体が本日開花します。 
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2020 年 1 月 18 日開花時の様子 


